
1. 農薬や肥料の使い方 

 •自然農: 
化学肥料や農薬はもちろん、有機肥料（動物性の堆肥など）も使わず、自然にあるもの
だけで育てます。雑草や落ち葉をそのまま使って土を豊かにし、作物が自然の力で育つ
のを待つ方法です。 
•有機農法: 
化学肥料や農薬は使わないけど、有機肥料（動物の糞や植物由来の肥料）を積極的に使
用します。ただし、鳥糞や牛糞などの動物性堆肥には健康に有害な成分が含まれている
ことがあり、特に病原菌や重金属の残留が心配されることがあります。 

2. 過剰な肥料の影響 

   •自然農: 
自然農では肥料を使わず、作物が自然の力で自ら成長します。そのため、野菜は適度な
サイズで、味や栄養がしっかりと詰まっています。無理に育てることなく、自然のサイ
クルに従って育てるため、質の高い野菜が得られます。 
•有機農法: 
有機肥料をたくさん使うことで、野菜を通常よりも大きく育てることが可能ですが、過
剰な養分が与えられると野菜の根から無理に水分を吸収させるため、結果的に「水ぶく
れ状態」になり、見た目は大きくても味や栄養価が落ちることがあります。 

3. 環境への影響 

   •自然農: 
肥料や農薬を一切使わないため、環境への負担が少なく、土壌の健康が保たれます。長
い目で見て、土地が自然の力で豊かになるのが自然農の大きな特徴です。 
•有機農法: 
有機肥料の使いすぎによって、土壌に過剰な栄養が蓄積し、地下水汚染や土壌劣化のリ
スクがあります。特に動物性堆肥の大量使用は環境への影響が大きい場合もあります。 

￼1

自然農と有機農法の違い



4. 味と品質 

   •自然農: 
自然農で育てた野菜は、味が濃く栄養価が高いです。自然のままの成長を重視するた
め、無理に大きくすることなく、野菜本来の美味しさを楽しむことができます。 
•有機農法: 
有機肥料を使うことで野菜が大きく育ちますが、水分を多く含んだ野菜は味が薄くなる
こともあります。外見は立派でも、中身の質が落ちる場合があります。 

5. 価格と購入のしやすさ 

   •自然農: 
自然農の野菜は、主に地元の直売所やオンラインでの限定販売が多く、少量生産のため
価格は高めですが、その分質の高い野菜が得られます。 
•有機農法: 
有機野菜はスーパーなどで手軽に購入でき、価格も自然農よりは手頃です。しかし、堆
肥の使い方や品質にばらつきがあるため、購入時には注意が必要です。 

6. 消費者の選び方 

   •自然農: 
自然そのままの育て方で、化学物質を使わない安心で美味しい野菜を選びたい方におす
すめです。家族の健康を大切に考える主婦にぴったりです。 
•有機農法: 
化学肥料や農薬を避けた健康的な野菜を手軽に購入したい方に向いています。ただし、
動物性堆肥の影響や過剰肥料のリスクを理解して選ぶことが大切です。 

まとめ 

•自然農は、環境にも優しく、味も栄養価も高い野菜を育てる最高の農法です。家族の
健康を守るために、自然の力で育てられた野菜を選ぶことで、安心して食卓に取り入れ
ることができます。 
•有機農法は、手軽に健康的な野菜を手に入れることができる便利な選択肢ですが、堆
肥の使い方によるリスクを知っておくことが大切です。 
結果として、野菜作りには自然農が最高の農法であり、家族にとって安心で美味しい食
材を提供する最良の方法です。
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